
  

 

 
 

 

 

令 和 5 年 12 月 18 日 

国土技術政策総合研究所 

 
 

国総研の研究者が「かけはし賞」を受賞しました 
～児童がボール紙で作った橋 10,000 作品を分析～ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
受賞論文 テキストデータに基づく「ボール紙で作る橋コンテスト」の作品分析 

（第 78 回土木学会全国大会年次学術講演会 講演番号 CS1-11） 

https://committees.jsce.or.jp/tanaka_sho/system/files/CS1-11.pdf 

 
受 賞 者 福岡 千陽・宮原 史（国土技術政策総合研究所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考＞ 

〇かけはし賞は、土木学会全国大会年次学術講演会において、橋に関する社会性や将来性に優れた講演

に、社会とのかけはし、未来へのかけはしの意味を込めて授与されている賞です。 

〇今年度開催した「第 30 回ボール紙で作る橋コンテスト」の受賞作品を以下の URL でご覧頂けます。 

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/kisya/journal/kisya20231030_1.pdf 

 
 

 
（問い合わせ先） 国土技術政策総合研究所 企画部 企画課 田中 良寛 

       TEL：029-864-2674 E-mail:tanaka-y92gf@mlit.go.jp 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

令和５年１２月１８日同時配布 

国総研では「ボール紙で作る橋コンテスト」を毎年開催しています。本コンテス

トは今年度で 30 回目となり、応募作品数は累計 10,000 を超えています。 

この度、これらの応募作品を対象に計量テキスト分析を行うことにより、児童た

ちの橋の捉え方や工夫の把握を試みた国総研の研究者の論文が「土木学会 田中賞

選考委員会 令和 5 年度 かけはし賞」を受賞しました。 


